
 
  

 

 

 
 

   

や
っ
ぱ
り
何
度
も
言
わ
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
！ 

 
 

  

こ
れ
は
私（
遠
藤
太
久
郎
）個
人
と
し
て
の
意
見
で
す
。

２
０
億
っ
て
誰
の
金
？
次
々
と
建
設
費
が
上
が
る
話
題
の

伊
勢
病
院
に
あ
き
れ
て
は
お
れ
ま
せ
ん
。
市
民
が
自
分
で

責
任
分
担
す
る
病
院
だ
か
ら
、他
人
事
で
は
な
い
の
で
す
。 

８
年
前
、
３
３
号
「
コ
ン
ビ
ニ
と
医
療
と
」
で
病
院
崩
壊

の
有
様
を
辿
り
ま
し
た
が
、今
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

４
年
前
、
８
２
号
「
病
院
完
結
型
か
地
域
医
療
の
復
権
か
」

で
は
、
再
建
の
進
ま
な
い
伊
勢
病
院
を
市
民
の
目
か
ら
考

え
て
み
ま
し
た
。
３
年
前
、
１
０
１
号
「
住
民
の
た
め
の

病
院
が
欲
し
い
」
で
は
、
非
公
開
の
策
定
委
員
会
の
方
向

を
案
じ
、
故
竹
内
藤
吉
副
院
長
の
遺
志
を
想
い
ま
し
た
。

２
年
前
、
１
０
６
号
「
建
物
を
作
れ
ば
中
身
は
整
う
、
の

か
な
？
」
で
は
曖
昧
な
基
本
説
明
へ
疑
問
を
述
べ
ま
し
た
。

同
時
に
公
募
の
意
見
（
「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
」
い
せ
の
会

と
し
て
提
案
）
に
は
、
新
病
院
は
熟
考
し
伊
勢
市
全
域
の

地
域
包
括
ケ
ア
の
柱
で
機
能
さ
せ
よ
、と
強
調
し
ま
し
た
。 

１
年
前
、
１
２
３
号
「
伊
勢
市
の
将
来
は
大
丈
夫
で
す

か
？
」
で
は
地
域
の
力
が
縮
む
現
状
か
ら
、
適
切
な
支
援

機
能
の
病
院
を
待
望
す
る
気
持
ち
は
強
く
な
り
ま
し
た
。 

４
月
の
１
３
１
号
で
は
、３
４
億
円
増
額
を
憤
り
ま
し
た
。 

 

伊
勢
の
こ
の
先
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
よ
う
（
再
掲
） 

 

３
月
２
日
の
議
会
だ
よ
り
と
し
て
、
翌
日
の
中
日
新
聞

の
地
方
版
の
記
事
に
新
伊
勢
総
合
病
院
建
設
が
「
建
設
コ

ス
ト
の
高
騰
が
続
く
中
、
現
時
点
で
の
総
事
業
費
は
建
設

工
事
費
以
外
に
造
成
工
事
、
現
病
院
の
解
体
、
駐
車
場
の

整
備
、
医
療
機
器
整
備
な
ど
を
含
め
て
１
４
７
億
円
へ
。 

４
分
の
３
を
病
院
事
業
会
計
が
起
債
。
残
り
は
一
般
会
計

出
資
金
で
負
担
す
る
」 

え
？
何
と
い
う
増
額
で
し
ょ
う
。 

日
赤
の
建
設
費
を
超
え
そ
う
な
勢
い
で
す
し
、
い
ず
れ

ま
た
増
額
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
伊
勢
の
市
民
が
、
も
う

一
つ
の
日
赤
を
作
っ
て
将
来
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

６
億
円
余
の
港
開
設
を
巡
っ
た
市
長
交
代
劇
の
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
病
院
で
は
ダ
メ
で
す
か
？ 

 

８
月
末
の
報
道
で
は
、
１
６
８
億
円
。
「
計
画
が
甘
か
っ

た
」
の
言
い
訳
は
不
誠
実
で
す
。
国
立
競
技
場
の
よ
う
に

見
直
す
べ
き
で
す
。
巨
額
の
新
病
院
は
医
師
不
足
で
機
能

し
な
い
惧
れ
が
あ
り
、
次
世
代
へ
重
い
ツ
ケ
も
心
配
で
す
。 

 

暮
ら
し
の
中
で
最
期
ま
で
生
き
る 

 

 

地
域
で
看
取
る
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
の

役
割
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
１
１
年
前
か
ら
宮
崎
市
で
、

「
か
あ
さ
ん
の
家
」
を
継
続
し
て
い
る

市
原
美
穂
さ
ん
の
講
演
が
間
近
で
聴
け
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。
１
１
月
２
９
日
（
日
）
１
３
時
～
１
４
時
半
の
時
間

は
、
他
の
予
定
を
入
れ
ず
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
伊
勢
市
の

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
が
主
催
で
す
の
で
、
詳
し
い
情
報

は
今
後
の
市
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
無
料 

 

 

病
か
ら
詩
が
生
ま
れ
る
（
認
知
症
の
場
合
） 

 

 

８
０
歳
の
在
宅
医
、
大
井
玄
先
生
を

伊
勢
市
に
お
招
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。
１
２
月
１
２
日
（
土
）
１
５
時
半

か
ら
の
予
定
を
空
け
、待
機
く
だ
さ
い
。

認
知
症
だ
か
ら
こ
そ
穏
や
か
に
過
ご
す
ヒ
ン
ト
を
御
著
作

「
人
間
の
往
生
」
「
『
痴
呆
老
人
』
は
何
を
見
て
い
る
か
」

（
い
ず
れ
も
新
潮
新
書
）
、
「
病
か
ら
詩
が
生
ま
れ
る
」

（
朝
日
選
書
）
な
ど
か
ら
事
前
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

  

在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム 

四
日
市
に
て 

 

 

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
が
主
に
な
り
、
東
海
北
陸
の
規

模
で
毎
年
実
施
し
、
１
２
月
１
３
日
（
日
）
１
３
時
か
ら

四
日
市
市
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。チ
ラ
シ
は
後
日
配
布
。 

  

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
お
願
い
と
お
誘
い 

 

９
月
上
旬
は
、
看
護
学
生
の
訪

問
同
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た

１
０
月
は
研
修
医
の
訪
問
同
行
も

あ
り
ま
す
。
未
来
の
在
宅
医
療
の

た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

１
１
月
に
は
、
介
護
者
の
安
心

の
た
め
に
食
事
介
助
の
教
室
を
、

縁
の
家
で
無
料
開
催
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
情
報
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

  

「
家
が
い
い
ね
」
第
１
３
６
号 

 

い
せ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク 

広
報
月
刊
紙 

2015.9.3 

 

自宅での人生を 

最期まで支援します 

 

〒516-0805 

三重県伊勢市御薗町高向927 

 電話     0596-20-8104 

 ファクス  0596-20-8105 

ﾒｰﾙ  homecare@kr.tcp-ip.or.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://isezaitaku.com 

↑バックナンバーはここで閲覧可 

いずれは赤トンボに 
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